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発
行

ジ
ャ

ー
ジ

ー
種

優
等

賞
首

席
に

輝
い

た
丸

山
昭

博
さ

ん
の

愛
牛

と



北
海
道
全
共

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
第
18
部
優
等
賞
首
席

　
　
　
　
　
　

第
19
部
優
等
賞
三
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
庭
市　

丸
山
昭
博
さ
ん

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
第
８
部
優
等
賞
八
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
岡
市　

㈱F
arm

 Lu
ckyh

o
n

　

第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

北
海
道
大
会
が
北
海
道
勇
払
郡
安
平
町
の

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
で
、
10
月
25
日

か
ら
26
日
ま
で
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
３
６
８
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
32

頭
、
合
計
４
０
０
頭
が
予
選
を
勝
ち
抜
い

て
出
場
し
ま
し
た
。
岡
山
県
か
ら
の
出
品

牛
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
６
頭
（
未
経
産
３

頭
、
経
産
牛
３
頭
）
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
５
頭

（
未
経
産
２
頭
、
経
産
牛
３
頭
）
の
計
11

頭
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
に
つ
い
て
、
真
庭
市　

丸
山
昭
博
さ
ん
の
愛
牛
「
Ｓ
Ｒ
Ｊ　

コ
ン

ツ
ア
ー　

バ
ラ
ナ
」
が
第
18
部　

優
等
賞

首
席
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
に
つ
い
て

は
、
笠
岡
市　

㈱Farm
 Luckyhon

の

愛
牛
「
ラ
ツ
キ
ー
ホ
ン　

ク
リ
ー
ム　

Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｇ　

ル
ー
シ
ー
」
が
第
８
部　

優
等

賞
八
席
に
輝
き
ま
し
た
。

　

前
回
開
催
の
第
14
回
か
ら
10
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
（
第
15
回
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
中
止
）、
今
大
会
も
素
晴

ら
し
い
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。
主
な
成
績

は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
は
第
１
部
で
（
公

財
）
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の
愛
牛
が
一

等
五
席
、
第
６
部
で
㈲
長
恒
牧
場
の
愛
牛

が
一
等
四
席
、
第
九
部
で
吉
原
直
樹
さ
ん

の
愛
牛
が
一
等
四
席
、
第
13
部
で
妹
尾
優

佳
さ
ん
の
愛
牛
が
一
等
四
席
。
ジ
ャ
ー

ジ
ー
で
は
第
18
部
で
美
甘
正
平
さ
ん
の
愛

牛
が
一
等
一
席
、
第
19
部
で
（
公
財
）
中

国
四
国
酪
農
大
学
校
の
愛
牛
が
一
等
三
席

で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
北
海
道
全
共
の
最
高
位
賞
は
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
の
部
（
１
部
～
16
部
）
と

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
部
（
17
部
～
20
部
）
の

中
か
ら
北
海
道
の
木
村
吉
里
さ
ん
の
愛
牛

「
サ
ニ
ー
ウ
エ
イ　

ア
ス
ト
ロ　

マ
ツ
カ

チ
エ
ン
」
が
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

全
国
高
校
生
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
か
ら

４
名
出
場
さ
れ
、
高
校
３
年
生
の
部
で
小

原
杏
弥
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
多
回
出

品
者
表
彰
式
が
共
進
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
岡
山
県
で
は
㈲
長
恒
牧
場
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

北
海
道
大
会
で
は
輸
送
中
の
搾
乳
が
必

要
で
し
た
が
、
出
発
前
の
入
念
な
準
備
の

お
陰
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
１
時
間
も
か

か
ら
な
い
程
に
手
早
く
完
了
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
驚
き
ま
し

た
。
共
進
会
場
で
は
７
日
間
の
長
丁
場
で

疲
れ
も
積
も
る
中
、
出
品
者
・
支
援
者
一

丸
と
な
り
、
目
立
っ
た
ケ
ガ
や
病
気
等
も

な
く
最
後
ま
で
無
事
に
共
進
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
全

員
の
頑
張
り
と
飼
養
管
理
技
術
、
出
品
技

術
の
高
さ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
今
回
の
成

績
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
北
海
道
全
共
で
頑
張
っ
て
こ
ら

れ
た
出
品
者
の
皆
様
、
牛
舎
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
い
た
支
援
者
の
皆
様
を
は
じ

め
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
年
後
の
全
共
に
向
け
て
も
、
改
め
て

チ
ー
ム
岡
山
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
）
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第
80
回
岡
山
県
畜
産
共
進
会
和
牛
審
査
お
よ
び

褒
賞
贈
呈
式

　

10
月
11
日
、
第
80
回
岡
山
県
畜
産
共
進

会
和
牛
審
査
お
よ
び
褒
賞
贈
呈
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
過
ご
し
や
す
い
気
候
の

中
、
ま
た
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な
く

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
乳
牛
の
審
査
が
第
16
回
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
向
け
て
の
選
抜
を
兼

ね
た
た
め
、
９
月
26
日
に
行
わ
れ
、
褒
賞

贈
呈
式
に
は
、
表
彰
者
の
み
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

乳
用
種
雄
牛
の
部
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
は
岡
山
市　

妹
尾
優
佳
さ
ん
出

品　

ヒ
ー
ル
ク
レ
ス
ト　

フ
ユ
ー
エ
ル　

ス
ノ
ー
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
雌
ら
し
い

骨
質
と
品
位
あ
る
牛
で
、
乳
頭
の
配

置
・
サ
イ
ズ
、
後
乳
房
に
優
れ
て

い
る
と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ジ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
真
庭

市　

㈲
万
庭
牧
場
出
品　

ク
イ
ツ
ク

　

シ
ル
バ
ー
ジ
ヨ
ー
ダ
ン　

フ
ラ
ウ

号
と
と
も
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
団
体
優
勝
は
岡
山
市
と
な
り
、

岡
山
県
優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

畜
産
功
労
者
表
彰
は
、
お
か
ら
く

組
合
員
で
は
真
庭
市
の
三
浦
一
敏
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
獣
医
師
と

し
て
専
門
知
識
を
生
か
し
、
地
域
酪

農
組
合
長
と
し
て
研
修
会
の
開
催
な

ど
に
よ
り
農
家
の
経
営
改
善
に
尽
力
し
、

地
域
酪
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
開
催
は
、
和
牛
と
乳
牛
の
審
査

が
別
々
に
行
わ
れ
た
た
め
、
牛
の
数
が
少

な
く
、
少
し
静
か
な
大
会
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
来
賓
の
方
々
も
多
数
お
越
し
に
な

ら
れ
、
活
気
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

畜
産
業
発
展
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
行

事
で
あ
り
、
関
係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（生

産
支
援
課
）表彰を受ける妹尾優佳さん

岡山県立高松農業高等学校の生徒さん （公財）中国四国酪農大学校の生徒さん

審査会場

3 2025.11月号 2025.11月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



上
期
実
績
の
報
告
に
つ
い
て

　

本
年
度
、
全
国
の
上
半
期
生
乳
生
産

は
、
猛
暑
の
影
響
を
受
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
３
４
６
万
３
，８
５
５
ｔ
、
前
年

比
で
１
０
１
・
３
％
の
増
産
と
な
り
ま
し

た
。
８
月
か
ら
飲
用
乳
価
キ
ロ
４
円
引
き

上
げ
に
伴
い
、
小
売
価
格
が
牛
乳
１
ℓ
当

た
り
10
円
～
20
円
程
度
上
が
り
、
消
費
は

冷
え
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
前
年
比
で
は

微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
生

乳
生
産
が
増
産
と
な
っ
て
お
り
脱
粉
、

バ
タ
ー
の
加
工
向
け
が
増
え
、
前
年
比

１
０
６
・
４
％
、
特
に
脱
粉
の
過
剰
は
深

刻
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

全
国
の
酪
農
家
戸
数
は
、
乳
価
値
上
げ

も
あ
り
経
営
状
況
に
改
善
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
後
継
者
難
も
加
わ
り
、
８
月
段
階
で

９
，５
０
０
戸
の
大
台
を
割
り
込
み
ま
し

た
。

　

本
組
合
の
生
乳
生
産
は
上
期
４
戸
の
廃

業
が
あ
っ
た
も
の
の
、
４
万
５
，４
０
５

ｔ
、
前
年
比
１
０
０
・
２
％
、
計
画
比

１
０
３
・
１
％
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
酷
暑
か
ら
長
引
く
残
暑
の
影

響
も
あ
り
、
本
組
合
の
衛
生
的
乳
質
適
合

率
は
低
下
し
て
お
り
、
向
上
改
善
に
向
け

乳
質
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
急
務
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

下
期
に
向
け
て
今
年
度
事
業
計
画

　

○
生
乳
生
産
量　
　

８
９
，０
０
０
ｔ

　

○
購
買
取
扱
数
量　

５
９
，３
０
０
ｔ

　

○
流
通
取
扱
数
量　
　

７
，９
０
０
頭

の
達
成
に
向
け
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
役
職
員
一
丸
と
な
り
事
業
展

開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
に
上
期
の
事
業
実
績
の
概
要
を
報

告
い
た
し
ま
す

１
．販
売
事
業

　

生
乳
取
扱
計
画
数
量
は
、８
９
，０
０
０

ｔ
に
対
し
、
上
期
実
績
は
４
万
５
，４
０

５
ｔ（
進
捗
率
51
・０
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

生
乳
販
売
高
は
、
補
給
金
を
含
め
62
億

９
，９
１
９
万
円
で
し
た
。基
本
乳
価
は
、

８
月
の
乳
価
値
上
げ
の
た
め
昨
年
上
期
と

比
較
し
て
１
・
27
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
利
益
計
画
３
億
８
，７
８
３
万
円

に
対
し
、
２
億
３
０
０
万
円
（
計
画
比

52
・
３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

２
．購
買
事
業

　

購
買
取
扱
計
画
数
量
は
、５
万
９
，３
０

０
ｔ
、
供
給
高
45
億
円
に
対
し
、
上
期
実

績
は
数
量
で
２
万
９
，５
７
７
ｔ
（
計
画

比
49
・
５
％
）
と
減
少
し
、
供
給
高
は

22
億
２
，５
２
３
万
円（
計
画
比
49
・
４
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

利
益
は
年
間
計
画
の
７
，５
１
９
万
円

に
対
し
、
棚
卸
資
産
が
大
き
く
減
少
し

令和７年度上期事業実績
（単位：円、※は税引前当期利益）

収　　益 費　　用 利　　益 損益年間計画 計画比（％）

販 売 事 業 572,975,398 369,975,871 202,999,527 387,833,000 52.3

購 買 事 業 2,270,832,600 2,244,270,283 26,562,317 75,185,000 35.3

乳 牛 流 通 事 業 1,165,038,575 1,151,831,011 13,207,564 18,206,000 72.5

育 成 牧 場 事 業 7,384,028 7,078,249 305,779 544,000 56.2

生 産 支 援 事 業 50,214,180 47,459,461 2,754,719 △ 134,000 △ 2,055.8

酪 農 ヘ ル パ ー 事 業 43,240,800 39,566,879 3,673,921 100,000 3,673.9

改 良 登 録 事 業 3,245,873 2,338,691 907,182 2,662,000 34.1

凍 結 精 液 事 業 36,544,770 34,484,160 2,060,610 5,644,000 36.5

牛 群 検 定 事 業 12,427,250 11,754,946 672,304 8,000 8,403.8

診 療 事 業 42,791,565 34,362,323 8,429,242 16,926,200 49.8

受 精 卵 移 植 事 業 7,757,026 5,913,550 1,843,476 4,680,000 39.4

事 業 管 理 費 234,467,598 △ 234,467,598 △ 486,824,200 48.2

そ の 他 27,607,516 10,972,849 16,634,667 15,800,000 105.3

合　　　計 4,240,059,581 4,194,475,871 ※ 45,583,710 ※ 40,630,000 112.2
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た
こ
と
か
ら
２
，６
５
６
万
円
（
計
画
比

35
・
３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
組
合
の
飼
料
・
資
材
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．流
通
・
育
成
牧
場
事
業

　

流
通
取
扱
計
画
頭
数
７
，９
０
０
頭
、

金
額
20
億
２
，０
９
５
万
円
に
対
し
、
頭

数
は
３
，８
１
１
頭（
計
画
比
48
・
２
％
）、

金
額
で
11
億
６
，５
０
４
万
円
（
計
画
比

57
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
年
間
利
益

計
画
１
，８
２
１
万
円
に
対
し
１
，３
２
１

万
円（
計
画
比
72
・５
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

育
成
牧
場
事
業
は
、
年
間
利
益
計
画

54
万
円
に
対
し
、
31
万
円
（
計
画
比
56
・

２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

４
．生
産
支
援
事
業

　

生
産
支
援
事
業
収
入
の
主
体
は
、
戸
数

割
・
乳
量
割
賦
課
金
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
営
農
改
善
事
業
収
入
を
含
め
た
上
期
収

入
合
計
は
、
５
，０
２
１
万
円
（
計
画
比

38
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
と
し
て
は
、
各
活
動
組
織
へ
の
助

成
や
負
担
金
な
ど
の
組
織
活
動
費
が
４
８

６
万
円
（
計
画
比
74
・
０
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

営
農
改
善
事
業
費
は
４
，０
０
３
万
円
、

う
ち
乳
質
改
善
費
２
１
９
万
円
、
自
家
生

産
牛
助
成
３
２
９
万
円
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業

対
策
費
２
５
０
万
円
、
酪
農
生
産
基
盤
維

持
費
用
１
，９
３
２
万
円
、
堆
肥
舎
等
長

寿
命
化
推
進
事
業
費
１
，０
２
９
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
合
計
は
、
４
，７
４
６
万
円
（
計

画
比
36
・
３
％
）
な
り
、
上
期
の
収
支
差

額
は
２
７
５
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し

た
。

５
．酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

利
用
組
合
員
は
１
２
２
戸
、
総
利
用
日

数
は
１
，８
４
２
・
５
日
で
１
戸
平
均
15
・

１
日
の
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

専
任
ヘ
ル
パ
ー
職
員
は
13
名
で
、
１
名

平
均
１
２
８
・
６
日
の
出
役
日
数
と
な
り

ま
し
た
。
臨
時
ヘ
ル
パ
ー
職
員
11
名
の
出

役
日
数
は
総
利
用
日
数
の
10
・
０
％
に
当

た
る
１
８
４
・
５
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
期
収
支
差
額
は
３
６
７
万
円
の
プ
ラ

ス
と
な
り
ま
し
た
。

６
．牛
群
検
定
事
業

　

牛
群
検
定
は
、
月
平
均
１
０
８
・
３
戸

（
計
画
比
51
・
６
％
）、
検
定
頭
数
は
、

月
平
均
４
，８
７
０
頭（
計
画
比
52
・
６
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
牛
群
検
定
事
業
の
差
引

利
益
67
万
円
（
計
画
比
８
，４
０
３
・
８

％
）
と
な
り
ま
し
た
。

７
．改
良
登
録
事
業

　

上
期
の
血
統
登
録
件
数
は
一
般
、
自
動

を
合
せ
て
６
７
１
件
、
移
動
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
検

査
・
再
交
付
等
は
96
件
、
上
期
の
件
数

７
６
７
件
（
計
画
比
41
・
２
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
改
良
登
録
事
業
の
利
益
は
91
万

円
（
計
画
比
34
・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

８
．凍
結
精
液
事
業

　

精
液
取
扱
本
数
は
、
８
，５
５
５
本
（
計

画
比
47
・
５
％
）、
そ
の
う
ち
乳
牛
選
別

精
液
８
５
４
本
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。
凍

結
精
液
事
業
の
差
引
利
益
は
２
０
６
万
円

（
計
画
比
36
・
５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

９
．診
療
事
業

　

診
療
件
数
は
、
１
，８
５
８
件
（
計
画

比
47
・
６
％
）
で
し
た
。
差
引
利
益
は
直

売
薬
品
の
斡
旋
等
を
含
め
８
４
３
万
円

（
計
画
比
49
・
８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

10
．受
精
卵
移
植
事
業

　

受
精
卵
移
植
事
業
は
、
受
精
卵
移
植

件
数
１
８
９
件
（
計
画
比
47
・
３
％
）

で
、
差
引
利
益
は
受
精
卵
販
売
等
を
含
め

１
８
４
万
円
（
計
画
比
39
・
４
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

11
経　

理

　

上
期
の
貸
出
金
残
高
は
、
証
書
貸
出
金

他
３
，５
５
６
万
円
で
昨
年
度
同
期
に
比

べ
９
３
９
万
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
利
益
計
画
３
９
０
万
円
に
対
し
、

差
引
利
益
63
万
円
（
計
画
比
16
・
２
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

12
．事
業
管
理
費

　

本
年
度
計
画
４
億
８
，６
８
２
万
円
に

対
し
、
２
億
３
，４
４
７
万
円
（
計
画
比

48
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
１
億
８
，２
２
９
万
円
（
計

画
比
48
・
０
％
）
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
経
費
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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令
和
７
年
度「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
」開
催

　

10
月
18
日
、「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
岡
山
県
大
会
（
岡
山
県
酪

農
乳
業
協
会
主
催
）」
が
、
岡
山
市
南
区

浦
安
本
町
（
公
財
）
岡
山
県
学
校
給
食
会

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

下
の
高
校
生
以
上
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
大
会
が
第
46
回
と
な
り
ま

す
。
応
募
作
品
数
は
４
９
３
点
（
昨
年
度

４
３
６
点
）
で
し
た
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
９
月
24
日
の
書

類
審
査
で
選
出
さ
れ
た
10
名
が
出
場
し
、

１
時
間
の
制
限
時
間
内
で
、
牛
乳
・
バ

タ
ー
・
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
使
い
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
、
見
た
目
に
も
お
い
し
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
政
木
信
昭
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
校
長　

政
木
信
昭
先
生
、
岡
山
県

学
校
給
食
会　

向
井
重
明
先
生
、
岡
山
県

栄
養
士
会　

春
名
美
智
子
先
生
、
岡
山
県

学
校
栄
養
士
会　

杉
原
京
子
先
生
の
４
名

が
味
や
普
及
性
、
独
創
性
を
基
準
に
行
い

ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
、

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
高
等
学
校
２
年　

鈴
木
勝
平
太
さ
ん
の
『
お
い
し
く
栄
養

チ
ャ
ー
ジ
！
小
松
菜
の
ミ
ル
キ
ー
グ
ラ
タ

ン
』、
優
秀
賞
は
、
岡
山
県
立
津
山
東
高

等
学
校
１
年　

鈴
木
心
優
さ
ん
の
『
夏
野

菜
の
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
風
春
巻
き
』
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
お
ふ
た
り
は
、
11
月
15

日
の
中
国
大
会
へ
出
場
さ
れ
ま
す
。

（
事
務
局
生
乳
課
）

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

岡
山
県
大
会
」
受
賞
者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

・
岡
山
県
立
倉
敷
天
城
高
等
学
校
２
年

鈴
木
勝
平
太

　
　

お
い
し
く
栄
養
チ
ャ
ー
ジ
！

小
松
菜
の
ミ
ル
キ
ー
グ
ラ
タ
ン

優
秀
賞

・
岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
１
年

鈴
木　

心
優

　
　

夏
野
菜
の

ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
風
春
巻
き

優
良
賞

・
岡
山
県
立
瀬
戸
南
高
等
学
校
１
年

村
上　

絢
音

　
　

こ
う
や
豆
腐
の
ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ
シ
ュ

・
岡
山
県
立
高
梁
高
等
学
校
２
年

上
石　

香
怜

　
　

み
そ
仕
立
て
の

ク
リ
ー
ミ
ー
シ
ュ
リ
ン
プ

・
岡
山
県
立
津
山
高
等
学
校
１
年

萩
原　

美
海

　
　

そ
ず
り
肉
の
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ

・
岡
山
県
立
邑
久
高
等
学
校
１
年

出
射　
　

遥

　
　

サ
バ
缶
と
切
り
干
し
大
根
の

み
そ
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ

・
岡
山
県
立
興
陽
高
等
学
校
３
年

小
林　

美
月

　
　

ミ
ル
ク
洋
風
お
好
み
焼
き

・
岡
山
県
立
井
原
高
等
学
校
２
年

辻
本　

結
月

　
　

食
パ
ン
で
作
る
お
手
軽
ラ
ザ
ニ
ア
風

・
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校
１
年

廣
野　

香
帆

　
　

チ
ー
ズ
入
り
白
玉
の
お
焼
き

・
岡
山
県
立
倉
敷
中
央
高
等
学
校
１
年

岡
田　

紗
空

　
　

ご
ぼ
う
香
る 

具
だ
く
さ
ん
和
風
キ
ッ
シ
ュ

受賞者の皆さんと審査員の先生方

岡山県立津山東高等学校１年　鈴木　心優さん 岡山県立倉敷天城高等学校２年　鈴木勝平太さん
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写真１　小型堆肥化装置

写真２　野外堆肥化施設

写真３　給与試験の様子

令
和
７
年
度
試
験
研
究
課
題
の
紹
介

 

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

今
年
度
、
畜
産
研
究
所
で
取
り
組
ん
で

い
る
２
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

○
県
内
未
利
用
資
源
を
有
効
活
用
し
た
堆

肥
化
処
理
技
術
の
検
討

　

堆
肥
化
処
理
過
程
に
お
い
て
、
お
が
く

ず
は
、
水
分
調
整
を
行
う
た
め
に
重
要
な

副
資
材
で
す
。
し
か
し
近
年
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
需
要
増
加
や
住
宅
建
築
の

減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
お
が
く
ず
の
安
定

的
な
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
代
替
副
資
材
や
発
酵
促
進
剤
を
活
用

し
た
堆
肥
化
処
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、小
型
堆
肥
化
装
置
（
写
真
１
）

と
野
外
堆
肥
化
施
設
（
写
真
２
）
を
用
い

て
、
県
内
で
入
手
可
能
な
繊
維
く
ず
等
の

未
利
用
資
源
が
お
が
く
ず
の
代
替
資
材
と

し
て
利
用
可
能
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
未
利
用
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
お
が
く
ず
の
み
に
頼
ら
な

い
堆
肥
化
処
理
技
術
を
開
発
し
、
資
源
循

環
型
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
県
産
飼
料
を
フ
ル
活
用
！
お
か
や
ま
和

牛
飼
養
管
理
技
術
の
確
立

　

近
年
、
輸
入
飼
料
価
格
は
高
止
ま
り
し

て
お
り
、
和
牛
繁
殖
経
営
を
安
定
的
に
継

続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
飼
料
費
の
削
減
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
県
産
飼
料
の
有
効
活
用
へ
向
け

た
耕
畜
連
携
へ
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
稲
わ
ら
や
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
等
の
県

産
飼
料
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
な
和
牛
飼

養
管
理
技
術
の
確
立
を
目
指
し
、
試
験
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

わ
ら
類
は
通
常
用
い
ら
れ
る
輸
入
飼
料

よ
り
も
栄
養
価
で
劣
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
の
試
験
で
は
、
わ
ら
類

を
尿
素
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
飼
料
成
分

や
消
化
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
し

て
、
尿
素
処
理
を
行
っ
た
わ
ら
類
を
給
与

し
た
場
合
の
子
牛
の
発
育
性
や
母
牛
の
繁

殖
性
を
調
査
し
、
県
産
飼
料
を
最
大
限
に

活
用
し
た
給
与
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
今
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
試
験

研
究
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
次

号
で
は
、
乳
用
育
成
牛
へ
の
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
給

与
試
験
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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はじめに
　いつも大変お世話になっております。ようやく長い夏が終わったと思ったら一気に寒くなりました
が、いかがお過ごしでしょうか。乳牛を飼養するうえで必ず訪れる「分娩」ですが、分娩前後の母牛へ
のビタミン給与は充足していますでしょうか。今回は分娩前後に給与するビタミン製品『ゼンラクバー
スケア』について紹介したいと思います。ビタミンについても記載しておりますのでお手すきの際に見
ていただけますと幸いです。

『ゼンラクバースケア』の特長
　ビタミンA・Ｄ３・Ｅ、β－カロテンをバランスよく大量に補給できる分娩前後用のビタミン製品で
す。１袋（100ｇ）にビタミンAは500万IU、ビタミンD３は250万IU、ビタミンEは１万㎎、β－カロテ
ンは200㎎入っています。特殊乳化処理によりビタミンの腸管から体内
への取り込みと肝臓への蓄積性が期待できるため、肝障害により胆汁分
泌機能が低下した牛でも吸収しやすい製品です。また、アルミ個包装で
かつ微粒カプセル状にコーティングされているため、ビタミンの安定性
や保存性が高く、長期保管ができます。製品は100ｇずつ包装されてい
るため、１回１袋で使い切り、ゴミも少なく済みます。分娩予定日３週
前と分娩直後に１袋ずつを飼料に混合して給与します。
特殊乳化ビタミンについて
　ビタミンA・Ｄ３・Ｅは脂溶性ビタミンであり、特殊乳化ビタミンとは本来は水に溶けない脂溶性ビ
タミンを乳化剤でコーティングし、水になじみやすく加工したものです。脂溶性ビタミンの吸収は通常、
肝臓で合成された胆汁（水、油のどちらとも混ざる）が小腸に入り、脂溶性ビタミンと混ざったのち、
リンパ管をとおり、肝臓で代謝され、全身へ運ばれます。しかし、分娩後に肝障害が起きている場合、
胆汁の分泌ができず、脂溶性ビタミンがうまく吸収できない可能性があります。『ゼンラクバースケア』
は特殊乳化処理をしているため、胆汁が無くても血液やリンパ液とうまく混ざることができるため、吸
収が可能となります。
各ビタミン、β－カロテンのはたらき
ビタミンA：上皮組織を正常に保ち、免疫機能を維持する働きがあります。粘膜上皮細胞の表層にはム

チンとよばれる粘液の層があり、外部からの病原体の侵入を阻止する物理的バリアとなっています。
ビタミンAは、このムチンの産生を助けます。粘膜は体のあらゆるところに存在します。消化管の粘
膜の防御が弱くなれば病原体の侵入を許してしまって下痢になり、乳腺の粘膜のバリアが弱くなれば
乳房炎になってしまいます。

ビタミンD３：腸管からのカルシウムの吸収と血中のカルシウム濃度を調整します。初乳中に多量のカ
ルシウムが分泌されるため、分娩前後の必要量は多くなります。不足し、血中カルシウム濃度が維持
できなくなると、乳熱や起立不能になる可能性があります。ビタミンD３は日光浴によって動物の皮
膚で作られますが、十分な日光浴ができる環境でない限りは給与する必要があります。

ビタミンE：抗酸化物質として機能するほか、細胞膜の維持、免疫、繁殖機能に関与しています。また、
乳の酸化安定性や風味にも関係しています。

β－カロテン：ビタミンAの前駆体としての機能以外にも、β－カロテン独自の機能を持っています。
牛の「黄体」は文字通り黄色をしていますが、これはβ－カロテンを蓄えているからと言われていま
す。β－カロテンは、卵巣における酸化ストレスを緩和させ、黄体細胞での黄体ホルモン分泌を助け
ます。

分娩前後のビタミン給与の重要性
　搾乳牛のビタミン要求量はNASEM2021では体重700㎏でビタミンAが95,125IU、ビタミンD３が
28,000IU、ビタミンEが568IUとなっております（体重、乳量等により変動します）。牛は胎盤の構造上、
免疫グロブリンと同様に、胎児は母牛の体の内でビタミンをもらうことができません。子牛はビタミン

ビタミン製品『ゼンラクバースケア』のご紹介
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　購買畜産課　大呑瑠莉花
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不足の状態で産まれてきます。そのため、初乳からビタミンを摂取する必要があり、初乳中のビタミン
Aは常乳と比較し10倍、ビタミンD３は３倍、ビタミンEは６倍も含まれています。胎児に与える分だ
けでなく、母体を分娩から回復させ次の繁殖に備えるためにも、分娩前後はビタミンの要求量が増加し
ます。そこで、この時期に高濃度ビタミン製品を給与し、ビタミン不足を防ぐことで順調な生産につな
がります。
すこやカプセルとの違いについて
　表１はゼンラクバースケア100ｇとすこやカプセル６粒を比較したものです。暑さが落ち着いた直後
の分娩や過肥牛の分娩時には、肝機能が低下しやすくなります。この時期には、ビタミンD３によるカ
ルシウム吸収の促進や、β－カロテンによる卵巣機能の回復が重要です。
　分娩前後のビタミン補給には、『ゼンラクバースケア』がおすすめです。
　乳化処理されているため水に溶けやすく、味噌湯やアクアチャージと混ぜて給与することも可能です。

おわりに
　最後まで読んでいただき、あ
りがとうございます。分娩前後
の母牛の健康維持に『ゼンラク
バースケア』を使用してみては
いかがでしょうか。現在、11月
30日納品分までを対象として
『ゼンラクバースケア』のキャ
ンペーンを実施しております。
気になる点や不明点等ありまし
たらお近くの全酪連職員へお問
い合わせください。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

ゼンラクバースケア（１袋：100g） すこやカプセル（６粒）
　ビタミンA 5,000,000IU 4,800,000IU
　ビタミンD３ 2,500,000IU 240,000IU
　ビタミンE 10,000㎎ 2,400㎎
　β－カロテン 200㎎ 〇
　形状 粉末 カプセル

表１　『ゼンラクバースケア』と『すこやカプセル』の比較
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　暑い～、異常気象だあ～と、ついこの前まで騒いでいましたが、いつの間にか毛布とこたつにお世話
になる季節がやってきました。季節の移り替わりは早いですね。
　さて、乳牛は比較的寒さには強く、温暖な気候の岡山県では北海道のような寒冷地対策までは必要な
いかもしれませんが、牛も寒いものは寒いんです。
★寒さのストレスはどれくらいから？★
　牛の快適気温＝４℃～24℃（特に13℃～18℃が最適）とされています。
　寒くなると牛は体温を保つため多くのエネルギーを利用します。本来牛は分厚く密度のある冬毛をま
とい寒さに耐えるようになっています。しかしその準備には時間を要します。また、耐寒性には牛舎構
造や環境も大きく影響し、被毛の状態によりますが、０℃～７℃から始まると言われています。
　冬の初めに気温が急激に低下した場合、被毛の準備が間に合わずダメージを受ける場合があります。
　気温が０℃以下までに低下すると、いくつかの生理的変化が起きる
　　・牛が体温を必要とする維持エネルギー量が10％以上増加
　　・食欲が促され、飼料をもっと食べようとし乾物摂取量が5～10％増加
　　・水が冷たいと飲水量は減少
　　⇒摂取エネルギーが体温の維持に利用されたり、飲水量が減少すると最終的に平均乳量は低下
　しかし、驚くべきことに、乳牛は外気温が－５℃になっても乳量を維持し続けます。これは、体温や
乳量を維持するために体重を落としている（体脂肪の導引）ことを表しています。
　寒冷ストレスは、牛が周囲の低温により体温維持に余計なエネルギーを消費する状態。下臨界温度
（LCT：Lower Critical Temperature）を基準に対策を打ちましょう。LCTより気温が低くなるほど、
維持に必要な代謝量が上がりその分だけ飼料からのエネルギーが必要となります。

★代謝や乳生産への影響★

★寒冷ストレス下で生産性を保つ管理のポイント★
１．牛床の管理
　・牛の冬毛は寒さに対する最初の防御機能
　　⇒牛床を清潔に清掃し乾燥した牛体を保つ

寒冷ストレス対策をしよう！

区　分 LCTの目安 備　考

新生子牛～１カ月齢 約15℃ 風速や湿度により変化

子牛（１カ月齢～離乳） 約１～10℃ 年齢により変化

育成～泌乳牛（BCS良好） 約－５～－25℃ 給餌量、BCSで変動

乾乳・妊娠後期・低BCS牛 約－10～５℃ 管理上特に注意が必要

※あくまでも寒冷ストレスを受ける目安であり、地域や個体差がある

外気温 維持エネルギー 乾物摂取量 飲水量 日乳量

10℃ 100 100 100 100

５℃ 103 100 100 100

０℃ 110 101 96 100

－５℃ 118 106 94 100

－10℃ 126 109 87 93

－15℃ 133 111 82 80

※平穏時を100％としたときの、寒冷ストレスの泌乳牛の要求量及び生産成績
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２．換気の確保
　・牛の体温が奪われない程度の換気を保ち、新鮮な空気を常に吸えることが重要
　　⇒二酸化炭素やアンモニアガスを排出させ肺炎や乳房炎の予防（免疫力低下防止）
３．飼料の調整
　・サイレージの乾物率を継続的に頻度よく分析
　　⇒乾物率に基づいて飼料計算することによって粗濃比のバランスを確実に保つ
　　　通常より乾物摂取量を増加させる
　　⇒BCSや乳たんぱく率の減少は充分なエネルギーを摂取できていないことを示す
　　⇒越冬飼料への変化や飼料摂取量の急劇的な増加は消化ストレスを与えるため、機能が証明されて

いるルーメン酵母の給与がお薦め
　・乳量を維持するためには飲水量を確保することが重要
　　⇒ウォーターカップや水槽が凍っていないか、飲用水が清潔に保たれるよう清掃や水の入れ替えは

できているか
　　⇒牛の好む水温は17℃～28℃とされている
　　　冷たい水は第1胃の微生物の活動を妨げ発酵を遅らせ、下痢の原因にもなる
　　　特に寒い冬場は体温と同程度の39℃前後まで加温するのが理想。10℃以下の水は飲水量の低下を

招き乳生産の低下を招く
４．保温対策
　・隙間風の防止、牛舎内の保温、ヒーターやカーフジャケットの使用など牛が寒さから守られるよう

保温対策が必要となる
５．環境の改善
　・牛舎の構造や環境を改善し、牛が快適に過ごせるようにする
　・風速は体感温度を大きく下げるため、直風を当てない
　・換気し牛舎内や牛体を乾燥させる（換気は結露対策にも有効）
６．ベッディング（敷料）の管理
　・乾いた敷料は有効な断熱材となるため敷料の厚みを増やし濡れたら速やかに交換する運用ルー

ティーンを構築する
７．管理と記録（モニタリング）
　・日々のBCS記録、乳量トラッキング、気温・湿度を計測し、閾値を超えたらアラートが出る体制を

作ると対応が早くできる
★子牛（新生子牛）の特別対策★
　　子牛の下臨界温度は高く、新生児では15℃前後がLCTの目安となります。
　・保温器・カーフジャケット：体温保持を優先し、保温器具やジャケットを利用
　・寝床の保温：パレットや断熱シート、乾いた厚めの敷料を入れる
　・給餌の増量：室温が低下した場合、ミルクやスターターの量を微増させるのが有効
　・通気：換気は必要だか直接風が当たらないように工夫
まとめ
☆寒冷ストレスは「LCT（下臨界温度）」を基に判断し、有効温度が下がるほど追加エネルギーが必要
☆子牛は特に脆弱で、新生児は約15℃前後で保温対策が必要
☆現場対策の優先順位は「風よけ・乾燥敷料・給水の凍結防止・飼料のエネルギー密度向上」
☆目安としてLCT以下１度ごとに追加TDNは約１％を想定し段階的に飼料を増やす
☆敷料管理と換気の両立で結露を防ぎ、疾病リスクを下げる
☆簡易コスト試算では追加飼料費、敷料費、加温費を考慮し、乳量回復や疾病減少で数ヶ月以内に回収

できる可能性あり
☆毎日のBCS、乳量、環境データを記録し、閾値超過時に即対応するモニタリング体制が重要

（参考資料）
　酪農における寒冷ストレスガイド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業本部）
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牛乳を配布

お豆腐料理はカロリーゼロ⁉ 勝央町内の幼稚園生の行列

美
星
ふ
る
さ
と
祭
り

び
ほ
く
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会

第
44
回
勝
央
町
金
時
祭

　

10
月
26
日
、「
第
41
回
美
星
ふ
る
さ
と

祭
り
」
が
星
の
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
美
星
の
酪
農
家
３
戸

で
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
の
ブ
ー
ス
で
は
、
牛
乳
プ
ラ
ス
運

動
で
丈
夫
な
骨
を
作
ろ
う
と
い
う
牛
乳
の

機
能
性
を
伝
え
る
チ
ラ
シ
と
牛
乳
を
配
布

し
て
、
来
場
者
に
牛
乳
の
消
費
拡
大
と
イ

メ
ー
ジ
向
上
を
訴
え
ま
し
た
。

　

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
開
始
時
点
ま
で
に
は
雨
が
止
ん
だ
の

で
、
多
数
の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
酪
農
家
の
皆
様
や
そ
の
ご
家
族

に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
盛
況
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（備

南
事
務
所
）

　

10
月
22
日
、「
び
ほ
く
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
高
梁
市
内
の
『
雲
白
（
く
も

じ
ろ
）』
と
い
う
お
店
で
、
美
味
し
い
お

豆
腐
料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

び
ほ
く
地
区
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
員

は
全
員
で
４
名
と
少
な
い
の
で
す
が
、
年

齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り
共
通
の
話
題
も
多

く
、
子
ど
も
の
こ
と
、
自
身
の
悩
み
、
た

ま
に
夫
の
愚
痴
（
笑
）
な
ど
な
ど
、
話
が

尽
き
る
こ
と
な
く
時
間
が
過
ぎ
…
と
う
と

う
お
店
も
追
い
出
さ
れ
、
２
軒
目
に
移
動

（
笑
）
そ
の
後
も
話
が
尽
き
る
こ
と
な

　

10
月
12
日
、「
第
44
回
勝
央
町
金
時
祭
」

が
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

金
時
祭
の
い
わ
れ
は
、
童
謡
の
「
金
太

郎
」の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る「
坂
田
金
時
」が
、

岡
山
県
勝
央
町
で
生
涯
を
閉
じ
た
こ
と
に

由
来
し
て
い
ま
す
。勝
央
町
で
は
、坂
田
金

時
の
終
焉
の
地
と
し
て
、
そ
の
功
績
を
称

え
、
産
業
振
興
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に

「
金
時
祭
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

勝
央
町
酪
農
組
合
で
は
例
年
通
り
、

１
，６
０
０
本
の
牛
串
を
販
売
し
、
勝
央

町
酪
農
女
性
部
で
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
販
売

く
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

束
の
間
の
時
間
で
し
た
が
、
仲
間
と
集

ま
り
、語
り
合
い
、笑
い
合
え
た
交
流
会
、

「
さ
っ
。
ま
た
帰
っ
て
頑
張
ろ
う
‼
」
と

前
向
き
に
、
笑
顔
で
解
散
し
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
忙
し
く
さ
れ
て
い
る
奥
様
方

に
と
っ
て
は
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
し
っ
か
り
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
　
（
び
ほ
く
事
務
所
）

と
牛
乳
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。
昼

に
は
、
完
売
す
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し

た
。
そ
し
て
、
模
擬
牛
の
「
ミ
ル
キ
ー
」

に
よ
る
搾
乳
体
験
も
実
施
し
、
お
祭
り
終

了
ま
で
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
生

産
者
が
消
費
者
に
「
酪
農
」
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
こ
と
は
、
大
変
素
晴
ら
し
く
意
義

の
あ
る
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
勝
央
町
酪
農
組
合
・
勝
央
町
女
性
部
）
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

唐
突
で
す
が
、
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
っ

て
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
レ
カ
ン
と

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
『
宝
石
箱
』
を
意

味
す
る
言
葉
で
す
。

　

生
花
を
自
然
な
立
体
感
の
ま
ま
、
色

や
形
を
保
つ
よ
う
に
乾
燥
剤
で
乾
燥
さ

せ
、
密
封
技
術
に
よ
り
額
や
ボ
ト
ル
な

ど
に
入
れ
て
飾
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
の
一
種
で
す
。

　

レ
カ
ン
は
、
花
の
美
し
さ
を
長
時
間

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る『
花
の
宝
石
箱
』

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
分
と
人
工
的
な
着
色
液
を
す
り
替

え
、
半
永
久
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

の
が
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
。

　

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

は
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
と
は
異
な

り
、
立
体
的
な
形
状

と
生
花
に
近
い
鮮
や

か
な
色
の
ま
ま
残
せ

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

14
年
ほ
ど
前
、
娘

の
同
級
生
の
お
母
さ

ん
の
ア
ト
リ
エ
で
レ

カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
に
出

会
い
、
そ
こ
か
ら
作
品
作
り
を
始
め
ま

し
た
。
年
に
一
度
、
岡
山
で
発
表
会
が

あ
り
、
作
品
展
示
に
出
品
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

花
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
、
作
品
作
り
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

私
の
趣
味
の
一
つ
！

生
乳
課　

妹
尾　

明
美

　

事

報

理

会

告

　

９
月
29
日
、
第
３
０
５
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
７
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
度
８
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
就
学
資
金
交
付
規
程
に
つ
い
て

　

就
学
資
金
交
付
規
程
に
つ
い
て
、
顧
問

弁
護
士
よ
り
労
基
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
規
程
の

一
部
に
つ
い
て
変
更
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
未

収
金
利
息
の
免
除
に
つ
い
て
、
お
か
や
ま

ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
実
施
概
要
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

藤
本　

春
香
さ
ん

　
（
備
南
地
区　

三
宅
安
史
氏

後
継
者
）

藤
本　

輝
正
さ
ん

　

お
二
人
は
令
和
７
年
７
月
７

日
に
入
籍
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と

末
永
い
お
幸
せ
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人　
　

事

採　

用

（
令
和
７
年
11
月
１
日
付
）

　

光
宗　

憲
一（
総
務
部　

総
務
経
理
課
）

（
臨
時
職
員
）

（一財）おからく教育振興会

ご結婚
おめでとう
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生乳販売量（令和7年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和7年度）生乳販売量（令和6年度） 購買取扱数量（令和6年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

９

９
４～９

４～９
９

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
受　託 飲　用 その他地 域 受託乳量（トン) 乳製品

５３８,２５５
３,４６３,８５５

６,６５０
４５,２８３
３２２,０３８

２９０,１９８
１,６９３,５３０

６,５２２
４２,２２７
８３,２８５

１１１,５３５
９０８,３８８

６３
２,４７３

１０６,３４０

１３６,５２２
８６１,９０５

６５
５８３

１３６,３５０

100.6 
101.4 
99.9 
100.1 
101.1 

99.7 
99.3 
100.1 
99.1 
99.5 

101.6 
106.4 
91.3 
115.6 
102.2 

101.2 
100.3 
92.9 
115.2 
100.0 

4,654

5,1176,650

6,656

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
回
転
需
要
に
暑
熱
事
故
の
代
替
え
需
要
が
一
定
程
度
見

ら
れ
た
も
の
の
、
資
源
が
若
干
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
な
か
、
前
月
か
ら
の
値
上
が
り
に

対
す
る
様
子
見
感
か
ら
、
初
妊
牛
平
均
価
格
は
税
込
60
万
２
千
円
（
前
月
比
２
万
５
千

円
安
・
前
年
比
16
万
５
千
円
高
）
と
値
下
げ
傾
向
に
推
移
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
乳
用
牛
に
対
す
る
人
工
授
精
統
計
か
ら
来
春
の
資
源
減
少
が
見

込
ま
れ
る
な
か
、
回
転
需
要
に
加
え
春
分
娩
の
早
期
手
配
の
動
き
等
に
よ
り
、
初
妊
牛

相
場
は
、
強
含
み
で
の
価
格
展
開
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
11月

１日　おかやまミルクフェア2025

６日　定例監事監査（～７日）

11日　業務委員会

12日　総務委員会

13日　酪友フォーラム（～14日）

21日　管理職会議

28日　理事会

12月

１日　会計実施検査（～５日）

８日　女性部全体交流会

11日　女性部フレッシュミズ視察研修

19日　管理職会議

25日　理事会

29日　仕事納め

142025.11月号 2025.11月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号


